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ンジー氏によって報告された（“New Networks 
of Music Literature: RILM in the Twenty-First 
Century," 前掲書、p. 392 参照）。これによって、
アジアの音楽伝統の重要性が世界的にさらに認
識され、その理解と普及の更なる必要性が高ま
って行くだろう。そのことは、フルーハウフ氏
の発表の中でも “In years to come RILM seeks 
to establish an ever stronger representation of 
Asian musicology”（前掲書、p. 397）と指摘さ
れているところである。
　国際本部からも高い評価を受けている RILM
日本支部ではあるが、今後も日本独自の研究、
海外に伝えるべき内容を積極的に収集して行く
ことが必要であり、そうした研究の数は年々増
えていくと思われる。近年はポピュラー関係の
文献数も増え続けており、博士論文も出ている
一方で、ビジュアル的な出版物も増えつつある。
また将来は、全ての分野において、映像資料も
収録する方向が考えられるであろう。何れにせ
よ、今後 RILM 日本支部が、国際本部や各国の
支部とどのように連携を取り合って行けるかが
重要な課題であり、さらに、IAML も含めて、
アジア各国の関係者が協力して、アジアの音楽
資料の重要性を積極的に発信して行く事が問わ
れているのではなかろうか。   

                                                        （いとう たつひこ）

 

（Music and Literature by W. M. Harnett.  https://commons.wikimedia.
org/wiki/File:Music_and_Literature_William_Michael_Harnett.jpeg）

国際音楽資料情報協会（IAML） 日本支部
2017 年総会議事録

日 時 :  2017 年 6 月 3 日 ( 土 ) 午後 1 時～ 2 時
会 場：  東京音楽大学付属図書館５F
出席者：　荒川恒子、伊東辰彦、稲葉良太、小
倉洋子、岸本宏子、工藤哲朗、久保絵里麻、栗
林あかね、佐々木勉、田島克実、藤堂雍子、鳥
海恵司、長谷川由美子、平岩寧、宮崎晴代、森
立子、山本宗由、林淑姫、アカデミア・ミュー
ジック株式会社、東京音楽大学付属図書館、桐
朋学園大学附属図書館、株式会社トッカータ
委任状提出（23）:　伊藤真理、植田栄子、金
井喜一郎、加藤信哉、加納マリ、佐藤みどり、
嶋田弘美、杉野美緒、土田英三郎、寺本まり子、
中山真衣、樋口隆一、正木光江、村井範子、柳
原和音、大和紘子、エリザベト音楽大学附属図
書館、大阪芸術大学図書館、国立音楽大学附属
図書館、昭和音楽大学附属図書館、同朋大学・
名古屋音楽大学図書館、民音音楽博物館、明治
学院大学図書館付属遠山一行記念日本近代音楽
館
��会員総数 (2017 年５月末現在）：  73 ( 個人会員
56、団体会員 17)

Ⅰ　開会挨拶　　荒川恒子支部長

Ⅱ　議長選出　　佐々木勉氏

Ⅲ　総会成立の確認
　   出席者 22 名、委任状提出 23、合計 54。　
　会員総数 73 の過半数に達し、総会成立

Ⅳ　報告
　　会員の移動（2017.6.3 現在）
　入会 : 鳥海恵司氏、宮崎晴代氏、工藤哲朗氏、
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役員 
　田島克実　21 　
　岸本宏子　20 　
　久保絵里麻　15 　
　宮崎晴代　13 　
　次点 栁澤健太郞　10

なお、今回の選挙委員会は林委員長、田島克
実委員、稲葉良太委員の 3 名によって運営さ
れた。
 
7. 新支部長挨拶および新役員人事

伊東辰彦新支部長より、会計担当・宮崎晴
代氏、会計監査・平岩寧氏の選出が発表された。 
　　　                                                             【承認】

Ⅵ   議長解任

Ⅶ　閉会

 【註と補足】
註） 総会後に退会を撤回、復帰された (6 月 30 日付 )。
補足 1.  国際大会への代表出席者は通常報告事項で
ある。しかし、本年は役員改選の年にあたり、選
出されたばかりの新支部長に出席の予定はないこ
と、国際大会での報告文書は荒川前支部長が執筆
し提出済みであることから、前支部長の出席をも
とめ、特に承認事項とした。
補足 2. リガ大会参加助成について。当日総会終了
後、栗林あかね氏より大会参加申請済みの申し入
れがあった。行き違いが認められたため、旧役員
と新支部長により急遽検討、6 月 3 日付で同氏へ
の支給を決定した。
　　　　　　　　　　　 ( 文責・長谷川 由美子 )

久保絵里麻氏、佐藤仁美氏、杉野美緒氏、栁澤
健太郎氏、森立子氏、アカデミア・ミュージッ
ク株式会社、株式会社トッカータ 
　退会 : 天野裕介氏、関根和江氏、青木香子氏、
寺本圭佑氏、細田勉氏、三田智子氏、向井大策
氏、米田かおり氏、フェリス女学院大学附属図
書館註）

Ⅴ　議案審議 
１. 2016 年活動報告（資料①）　　　
　＊会計監査を加藤信哉氏より平岩寧氏に変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【承認】

２. 2016 年会計決算報告並びに会計監査報告
　  （資料②）　　　　　　　　　　  　 【承認】

３. 2016 年活動計画 （資料①）　　　     【承認】

４. 2017 年予算案 （資料③）　　　　     【承認】

５. リガ国際大会代表出席者
　　荒川恒子支部長 　　　　　　　    【承認】

 6. 役員選挙 2017 報告・発表
　　　　　　　　　　　選挙委員長  林淑姫
   2017 年役員選挙は 3 月 17 日公示、候補者の
推薦受付を経て、4 月 19 日より本選挙（郵便）、
5 月 10 日投票が締切られた。5 月 16 日に行な
われた開票の結果は次の通りである（数字は得
票数）。投票総数 37（無効投票 0） 投票率 50％。

支部長 
　伊東辰彦　23　　次点 久保田慶一　14 
副支部長
　伊藤真理　11　　次点 久保田慶一　 8 
事務局長
　星野宏美　 9 　（辞退） 
　次点 藤堂雍子　8 （繰り上げ当選） 
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資料① 

2016年活動報告および 2017年活動計画 
 
 2016年活動報告 2017年活動計画（中間報告及び予定） 
国際大会 ローマ国際大会 2016年7月3日‐8日 

出席者: 荒川恒子、伊藤真理、藤堂雍子、山本宗

由、久保絵里麻、山田高誌、那須聡子 
代表出席者： 荒川恒子 

リガ国際大会 2017年6月18日‐２２日 
出席者（予定）: 荒川恒子、栗林あかね、藤堂雍子、山

本宗由 
代表出席者： 荒川恒子 

総会 2016年6月18日（土） 
場所： 東京音楽大学付属図書館 

2017年6月3日（土） 
場所： 東京音楽大学付属図書館 

役員会 2016年3月18日（金） （東京文化会館応接室） 
2016年6月9日（木）（東京文化会館応接室） 
2016年11月6日（日）（東京芸術劇場） 

2017年1月24日（火）（東京文化会館応接室） 
2017年6月3日（土）（東京音楽大学付属図書館） 

支部例会（研

究例会）・集会 
｢若手・中堅会員による検討会｣（仮称） 2016年1月

30日（土）（昭和音楽大学附属図書館） 
第60回研究例会 2016年6月18日（日） （東京音

楽大学付属図書館） 
１．「国立国会図書館所蔵讃美歌目録（和書編）」作

成の舞台裏     栁澤健太郎 （国立国会図書館） 
2. パネルディスカッション「IAML日本支部のこれ

からを考える～『若手・中堅会員による検討会』から

の提案」        久保絵里麻、澤田宏美、山本宗由 
第61回例会2016年11月6日（日）東京芸術劇場 
【発表】「音楽資源のためのジャンル / 形式用語マ

ニュアル」出版の意義 鳥海恵司、田島克実 
【報告】IAMLローマ大会参加報告 

久保絵里麻、山本宗由 
司会・金井喜一郎 

第62回例会 2017 年 6 月3日（土）(東京音楽大学付

属図書館) 
シンポジウム「公演資料の収集と整理～演奏会プログラ

ムのデータベース構築にむけて」  
パネリスト・児 玉 竜 一（早稲田大学演劇博物館）、森

本美恵子（明治学院大学日本近代音楽館）、遠藤淑恵、

永井靖子（東京文化会館）、鳥 海 恵 司 （株式会社トッ

カータ） 
基調報告及び司会・林淑姫 
 

ニューズレタ

ー 
第56号  2016年2月10日 
特集 IAML / IMS ニューヨーク大会「デジタル

時代の音楽研究」 
第57号  2016年5月25日 
特集 ＩＡＭＬ日本支部第59回研究例会 

第58号  2016年9月30日 
第60回研究例会 ・2016年総会報告 

第59号  2017年1月30日 
特集 ＩＡＭＬローマ大会 

第60号 2017年5月20日  
美山良夫「南葵音楽文庫の和歌山県寄託をめぐっ

て」  
鳥海恵司「音楽資源のためのジャンル / 形式用語マ

ニュアル」 （第61回例会） 
その他 オンライン版 ISSN取得、第60号より表示 

ホームページ

更新／ニュー

ズレター掲載 

ニューズレター掲載No. 55 (1/16), No. 56 (2/26)、
No. 57 (6/11), No. 58(10/18) 
2016/8/4 英語情報を逐次追加 
2016/11/16 一時的に閲覧不能になったWebペー

ジを復旧 

ニューズレター掲載No. 59(2/28), No.60(6/2) 
2017/4/19 支部創設時に刊行された第 1 号（1979.6）
を掲載 
 
 

選挙  日本支部役員選挙2017実施 
選挙期間 2017年3月17日~5月16日 

その他 フォンテスへの最新ニュース提供 （2016 年 3 月 1
日）  
本部への会費送金 （2016年3月25日） 

フォンテスへの最新ニュース提供 （2017年3月23日） 
本部への会費送金 （2017年4月20日） 
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資料②　　　　　　　　　　　　　　　　　2016 年決算



15

2017 年 10 月 31 日

IAML2017年予算案

前年度繰越：
現金 22,937 23,296 -359
ゆうちょ銀行 365,818 785,897 -420,079
　 (内 会員会議参加補助基金） ¥227,000
三菱東京UFJ銀行 521,028 359,618 161,410

909,783 1,168,811 -259,028
収入：
未収会費（2016年以前）
　　　個人 18,000 150,000 -132,000
　　　団体 0 14,000 -14,000
会費2017年
　　　個人 0 192,000 -192,000
　　　団体 0 252,000 -252,000
会費2018年
　　　個人 336,000 0 336,000 個人56

　　　団体 266,000 0 266,000 団体19

雑収入 0 0 0
利息 2 26 -24

620,002 608,026 11,976
会員サポート・支部活動支援基金 50,000 55,000 -5,000

（収入小計） 670,002 663,026 6,976
収入総額 1,579,785 1,831,837 -252,052
支出：
本部宛会費送金 360,382 382,531 -22,149 3044.80EURO/1EURO=118.36YEN

予備費 50,000 20,000 30,000
経常経費：
　RILM分担金 80,000 80,000 0
　大会代表派遣費 100,000 100,000 0
　ニューズ・レター 60,000 54,872 5,128   ￥20,000×3回

　会議費、例会費 40,000 12,620 27,380
　交通費 100,000 24,050 75,950
　通信費 90,000 60,827 29,173
　消耗品費 20,000 33,592 -13,592
　雑費 5,000 3,796 1,204
　アルバイト代 10,000 0 10,000
　HP運営費 25,000 49,766 -24,766
　 (経常経費小計) 530,000 419,523 110,477
会員会議参加補助基金 100,000 100,000 0
支出総額 1,040,382 922,054 118,328
次年度繰越 539,403 909,783 -370,380
　（内 会員会議参加補助基金) 127,000 227,000 -100,000

　　（小　計）

費　　　　　　　　　目 2016年度決算 差額 備考

　（小　計）

2017年度予算

資料③　　　　　　　　　　　　　　　　　
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位置付ける方向が確認され、今期の新役員会に
おいても、その方向性が再度確認されている。
　2017 年 7 月 24 日の役員会においては、全
会一致でこの会の将来性が支持され、今後は支
部長及び役員会の指導・監督の下で、IAML 日
本支部の正式な活動として承認する準備に入る
事になった。この会の正式活動の一員として積
極的に関わって来られた久保絵里麻さんが新役
員として選出されたことは、この会の活動の重
要性が認識されたものと理解している。次の例
会（11 月 25 日）においては、IAML 日本支部
の国際的な活動を視野に入れた、若手からの活
動報告と今後の展望についての報告がされるこ
とになっており、会員の皆さんからの有益なご
意見、ご提案をお願いする次第である。
                                            　　  （いとう たつひこ）

訃報　上法　茂 氏　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　    　藤堂　雍子

6 月総会直前に退会された上法茂氏のお見舞
いに、と荒川前支部長からリガでお見舞いの CD

（ラトヴィア国立合唱団、Maris Sirmais 指揮）が
私に託されました。帰国後すぐ、入院先に近い
ご自宅をお訪ねしました。脳梗塞で倒れられて
以来 17 年を経ていました。1951 年慶応義塾大
学に米国から導入された図書館・情報学科の一
期生で、NHK 音楽資料室で勤務され、職場の上
司である小川昂氏（後に NHK 交響楽団事務長、
民音音楽資料館常勤顧問）とも家族ぐるみのお
付き合いがあったことをご長男小川治之氏から
伺いました。何より IAML 国際会議に出席した
日本人第１号（1967 年ザルツブルク）で、日本
支部創設に尽力されたお一人です。

　　　
「若手・中堅検討会」活動報告 

　　　　　　　　　  　　　久保　絵里麻

「若手・中堅検討会」（仮称）は、昨年の
第 60 回例会において提案したいくつかの企画

（Newsletter No.58 参照）に取り組んでいる。
そ の ひ と つ が「Facebook の 利 用 」 で、2017
年 4 月より Facebook グループ「音楽図書館」
を立ち上げ、IAML 関連のみならず、国内外の
音楽図書館及び音楽資料に関わる様々な情報を
シェアしている。当面は、国内に向けて広く一
般に IAML の意義と日本支部の役割を周知しつ
つ、且つ情報源として活用されることを目指し
て内容の充実を図っていくが、将来的には国内
外を問わず様々な立場から音楽資料を主題とし
たフォーラムの場として利用されることも視野
に入れている。現在は試験運用中のため非公開
グループとして登録しているが、次回例会後の
公開を目指して準備中である。

（くぼ　えりあ）　

「若手・中堅検討会」の
今後の活動について

                                   　　  支部長   伊東 辰彦 

　2016 年 1 月 30 日より正式に活動が始まっ
た若手の IAML 関係者による会合は、前期役員
金井喜一郎氏のサポートを得て堅実な展開を見
せ、その活動状況については、役員会において
随時報告を受けて来た。2016 年 6 月 18 日の
例会でのパネルディスカッション「IAML 日本
支部のこれからを考える〜『若手・中堅による
検討会』からの提案」を経て、特に、2016 年
11 月 6 日の役員会において、この会合を IAML
日本支部の正式なワーキング・グループとして
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事務局

         
だより 

新役員体制
　２０１７年度からの役員の体制は以下の通り
です。どうぞよろしくお願い申し上げます。
  支部長・例会　 伊東 辰彦
  副支部長・ニューズレター　伊藤 真理 
  事務局長  藤堂 雍子
  会計　　  宮崎 晴代
  例会　   　岸本 宏子　久保 絵里麻　星野 宏美
  支部ウェブサイト　田島 克実　栁澤 健太郎

IAML 日本支部　秋の例会
　今回は、「若手・中堅検討会」企画による開
催です。会員以外の方も参加可能です。お誘い
合わせの上、ぜひご参加下さい。例会終了後に、
情報交換会を予定しています。
  テーマ　「音楽情報におけるカレントアウェア
　　　　   ネスの試み」
  日   時　11 月 25 日（土） 14:00 ～ 16:00
   会  場    東京音楽大学付属図書館 5 階会議室

IAML　国際大会
　2017 年は 6 月 18 日～ 22 日にリガ（ラトヴ
ィア）で開催され、その様子は次号のニューズ
レターでご報告する予定です。
　次年度はライプツィヒ（ドイツ）で開催です。
すでに本部ウェブサイトに当大会に関する情
報が掲載されています（http://www.iaml.info/
congresses/2018-leipzig）。また発表の募集も
始まっています。研究発表 ( 質疑応答込み 30
分 ) とポスター発表の方法があり、締め切りは
11 月 17 日 ( 金 ) です。発表に関するガイドラ
インなどの詳細については、上記 2018 年大会
のサイトをご参照ください。なお、今後の国際

　 専 ら IASA (International Association of Sound 
and Audiovisual Archives) の活動を通じて BBC
をはじめとした放送局図書館との交流がおあり
でした。 IASA は、現在は IAML と袂を分かち、
別組織を形成していますが、両方に出席してい
る会員も少なからずいます。 上法氏も、エスト
ニアのタリン（2003）、そしてオスロ (2004) 以降、
ワルシャワ (2005)、ナポリ (2008) には夫人を伴
われ、車椅子で参加されていました。
　お見舞いからわずか 1 週間余の 7 月 6 日に
誤嚥性肺炎で逝去されました。同 11 日桐ヶ谷
斎場でご葬儀が営まれ、献花させていただきま
した。訃報をお知らせくださった岩崎淑夫人か
ら、件の CD は二人で聴きましたとのお言葉を
いただきました。ラトヴィアの作品が多く収録
されていました。因みに、氏は、北欧音楽協会
の世話役も永年務めておられました。享年 89 才、
心よりご冥福をお祈り申し上げます。（慶応卒業

年次については、ご同業の小川治之氏に同学科名簿を

確認していただきました。重ねて御礼申し上げます）。

　　　　　　　　　　　    　（とうどう やすこ）

 

IAML1988 年東京大会にて、福島和夫氏と上法氏（右）
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会 長 ）、 ズ ド ラ ヴ コ・ ブ ラ ゼ コ ヴ ィ ッ チ 氏
をお招きします。また、アジア各国からも
IAML 及び RILM の関係者にお集まり頂き、
アジアにおける現状の共有と、今後の方向
性について意見交換したいと思います。な
お、会議は全て英語で行われます。皆さん
の積極的なご参加をお待ちしています。

  テーマ  「アジアの音楽情報と国際協力の
推進：音楽資料の調査と音楽図書館の連携」
Music Information in Asia and Advancement 
o f  I n t e r n a t i o n a l  C o l l a b o r a t i o n :  S e a r c h i n g 
the Music  Source and Connecting the Music  
Librar ies

 主 催　国際音楽資料情報協会（IAML）日本支部
 共 催　国際音楽文献目録委員会（RILM）日本支部
 場 所　立教大学池袋キャンパス（予定）
 日 時　2018 年 6 月 16 日（土）
               14:00-18:00  基調講演、シンポジウム
               18:15-20:00  情報交換会
    （なお、当日 13 時～ 14 時は IAML 日本支部
　年次総会）

新 会員　　　
　　　　　板津昇龍氏、 野川夢美氏

（編集部）

2017 年 10 月 31日発行
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大会の予定は次の通りです。

　2019 年 クラコフ（ポーランド）7/14 ～ 19
　2020 年 未定　
　2021 年 ステレンボッシュ（南アフリカ）　
　　　　　日程未定

音楽図書館協議会　秋の研修会
　今年も図書館総合展にあわせて開催です。

  テーマ    「音楽図書館と著作権」
 　　( 講師   福井健策氏  骨董通り法律事務所弁護士 )
  日　時　 11 月 9 日（木）10：00 〜 12:00
  会　場　パシフィコ横浜  第 9 会館 E ２０４

武 蔵 野 音 大 江 古 田 新 キ ャ ン パ ス に 図 書 館
完成

　江古田キャンパスの大規模な建て替えに伴
い、図書館も改築されました。新図書館は、
総合受付カウンターが設置されたメインフロ
ア（1 階）、豊富な AV 資料を中心としたサイ
レントフロア（2 階）、プラザに面したオープ
ンな雰囲気のラーニングコモンズとグループ
学修室によるアクティブフロア（B1 階）、と
いうキャンパスの特徴を活かした 3 層構成と
なっています（「江古田新キャンパスプロジ
ェクト」http://musaon.jp/others/ より抜粋。
同ページではパノラマ写真で、館内の様子を
見ることができます）。

　8 月 31 日に音楽図書館協議会により見学
会が開催され、当会員からも参加がありまし
た。

お知らせ
　IAML 日 本 支 部 と RILM 日 本 支 部 が 合 同
で、2018 年 に 下 記 の 要 領 で 国 際 会 議 を 開
催することになりました。ニューヨ ー ク か
ら、バーバラ・マッケンジー氏（前 IAML


